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置づけられるようになった（現代福祉学部10年誌編集委員会 2010）。 
 「基礎演習」は、20人程度の少人数制で、1 年次生を対象とした 4 単位の通年科目であり、大学
における学習の方法や図書館の利用、レポートの書き方ならびに発表の要領などを習得する授業と
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 「陸前高田地域再生支援プロジェクト」では、2011年 4 月以後今日まで、プロジェクト関係者
が何度も現地に入って様々な調査や被災地復興に向けての具体的な報告書や提言を行ってきている
（東京 4 大学・陸前高田地区再生支援研究プロジェクト 2011、陸前高田地域再生プロジェクト 





 「陸前高田地域再生支援プロジェクト現地調査」第 2 クールとして 8 月16日から20日にかけて
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 2）陸前高田に隣接する気仙沼、大船渡の地理的状況や被害状況 
 3）陸前高田市内の主要な被災場所 








 「陸前高田地域再生支援プロジェクト」の一環として2012年 3 月14日～17日の 3 泊 4 日の行程
で行われた陸前高田市広田町と気仙町の調査に加わった。震災復興後を視野に入れた継続的支援策
の模索を目的に、今回は法政大学、明治大学、中央大学の 3 大学による共同調査であった。筆者
は、法政大学の教員 3 名、研究生 1 名、大学院生 8 名の13名のチームの一人として加わった。新
幹線「一ノ関駅」から 3 台のレンタカーに分乗し、約 2 時間かけて陸前高田市広田地区に入った。
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で、今回の震災では津波によって、陸地と広田半島が分断され数日間にわたり孤立してしまった。




















民宿の予約が取れた 8 月16日～19日の 3 泊 4 日の期間にスタディーツアーを実施することにした。 
 
２）スタディーツアーの日程と内容 
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05:30～06:30 気仙沼港付近視察  ＊ 栄町、魚浜町、本浜町、新浜町、東みなと町、西みなと町他 
07:30～08:00 朝食・休憩（陸前高田ローソン竹駒店） 


























19:30～21:30 学習交流会  ＊ 根岬の津波VTR視聴、体験発表ほか 
 8/19 
 

























 第 1 日目の夜は、9 時に西八王子の集合場所に全員が集まり、予定通り 9 時30分に出発をした。
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ができることで安定していった。それゆえ、 1 学期、 2 繫学期は、安全・安心に がるように、当
たり前の生活基盤の確保に努めるとともに、職員の健康管理にも気を配った。いずれ、 3 月11日
は毎年やってくるだけに、目をそむけることはできない。ニュースや新聞でも取り上げられるので、
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日は、39名の入館者があったが、全員無事だった。 4 月 5 日に電源検査と源泉検査を終え、 4 月
10日に電力が仮復旧したので、 5 月 1 日から業務を再開した。 6 月25日の上水道復旧までは、地





























定したことに始まり、その第 8 条 2 項の十三によって作られることになった。その活動の一環と
して陸前高田市では地震、津波、風水害などに対応するための「わが家の防災ガイドブック」を作
成した。その中の津波に関するところを抜き出し、民生委員が中心となって、「自らの判断で高台
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て嬉しかった。      
東日本大震災で被災した陸前高田市並びに広田地区のスタディー 
ツアーの試みと震災地スタディーツアーの効果を高めるための構成因 
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 今回のスタディーツアーでは、さまざまな工夫をして総経費を 3 万 3 千円に抑えたがそれでも
基礎演習の参加者は半数以下に減ってしまった。スタディーツアーの対象地が遠いので、一人あた
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 スタディーツアーの 1 日の体験を振り返えったり、振り返りを分かち合いながら交流をするこ
とは、固有の気づきや発見を学生 1 人ひとりの意味ある学習に繋げる要なので、可能な限り宿泊






















      
東日本大震災で被災した陸前高田市並びに広田地区のスタディー 
ツアーの試みと震災地スタディーツアーの効果を高めるための構成因 































や体験学習の大事な意味を専門の実習に繋げるようなまとめが出来なかったのが心残りだった。   
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ス界のPDS（Plan, DO, See）、PDCA（Plan, Do, Check, Action）、PDCI（Plan, Do, Check, Improve）
サイクルや、SECI（Socialization, Externalization, Combination, Internalization）モデルを検討したり、
あるいは J. Dewey の哲学的プラグマティズム(Philosophical Pragmatizm)、K. Leeinの社会心理学
（Socal Pshychology）、J. Piagetの発生的認識論（genetic epistemology）を基にD.Kolb（1984）が発
展させた体験的学習理論（Experiential Learning Theory:ELT）、つまり、学習スタイルインヴェン
トリー（ Learning Style Inventory:ASI 1971）を使って発展させた具体的体験（ Concreate 
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